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主権者教育プログラムの一例 

 

 

 

〇 選挙権の意義 ～「選挙のきほん
．．．

」

【対象】小学５年生～高校生 

なぜ全ての国民に選挙権があるの？ 選挙制度はずっと昔から今と同じだった？ 選挙以外の方法で

ルールを決めてはいけない？ …盲点となりがちな「選挙権の基本」を、楽しみながら学びましょう。 

 

【授業内容】 

架空の国『トマト共和国』を舞台としたオリジナル教材を使用します。イラストとアニメーションで進む

ストーリー展開に沿って、質疑・応答と解説を交えながら授業を行います。 （＊１～２コマ程度を予定） 

                    

「主権者教育」の重要性が高まっています！ 

選挙権年齢が 18 歳以上に引き下げられ、小・中・高等学校では

主権者教育の充実が課題となっています。 

東京三弁護士会多摩支部では、選挙権（民主主義の意義）をは

じめとした様々な主権者教育関連のプログラムを用意しております。

オーダーメイドの授業も可能ですので、遠慮なくご相談ください。 

〇 １８歳の選挙権 ～ あなたの一票について考えよう！ 

【対象】中学生～高校生 

１８歳から選挙権が認められることになりましたが、これからの日本を担う若者たちの政治への関心と

投票率の低さは深刻な課題です。 

あと数年で１８歳を迎える生徒の皆さんに、憲法の定める民主的国家の仕組みの中で選挙の果たす

役割や、国民主権の担い手として票を投じることの意義・重要性などを、弁護士の立場からわかりやすく

解説します。 

【授業形態（例）】 

弁護士による法制度や選挙権の意義についての解説。 （＊1～２コマ程度を予定） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「主権者教育」授業申込書 

FAX送信先：042-548-3808（東京三弁護士会多摩支部宛） 

希望日時 

第１希望          年    月    日（   ） 

      時   分 ～    時   分 

第２希望          年    月    日（   ） 

      時   分 ～    時   分 

学校所在地・学校名         学校（住所：                             ） 

学年・人数       年生      人     クラス（別・合同） 

ご連絡先 

（担当者） 

TEL：                  FAX： 

e-mail:                      （ご担当：          ） 

講師費用 ご予算           円 

 

〇 地域のルールをみんなで考えてみよう！ 

【対象】小学５年生～高校生 

みんなの住んでいる地域で「ある問題」が発生しました。そのままでは困る人もいれば、メリットを感

じる人もいます。そこで、地域の人たちで話し合いをしながら、みんなが納得できるルールをつくること

になりました。さあ、みなさんは、どんなルールを作りますか？ 

【授業形態（例）】 

①事例についての解説 → ②各班で検討・話し合い、地域のルールを決定 → ③班ごとに発表 

→ ④弁護士による講評。 （＊２コマ程度を予定） 

【使用教材】 

・マンション内でのペット飼育に関するルールを考える教材 

・ショッピングセンターが新しくできることでその地域に生じる問題を考える教材 

・いわゆる“聖地巡礼”と呼ばれる観光公害問題を題材に考える教材 

・「地域の子どもにスマホを無償で貸与する」政策の可否を考える教材 等 

〇 オーダーメイド授業にも対応いたします！ 

【対象】小学５年生～大学生 

弁護士による選挙権や民主主義等の主権者教育に関する授業に関心はあるものの、できれば所属

校の指導方針やカリキュラム等を反映した内容で実施してほしい。そんなご要望にも、可能な限り対

応いたします。オーダーメイドの主権者教育授業の実施については、弁護士会多摩支部までお気軽に

お問い合わせください。 


